
第 8 回 コンクリート工学年次大会'02（つくば）実行委員会 電子化部会 議事録（抜粋） 
 
日 時：2001 年 9 月 25 日（火）15:00～20:00 
場所：JCI 事務局会議室 
出席者：丸山部会長、中村幹事、内田、柄、柳井、森、日比野、岸本、斉藤の各委員 
    牧講演部会委員、宇野、武田（事務局） 
    小林ほか 2 名（開発計算センター） 
 
配付資料： 
8-0 議事次第 
8-1 第 7 回電子化部会議事録（案）（中村幹事） 
8-2 JCI 年次大会 2002（つくば）部会長会議（9/4）報告、第５回講演部会(9/10)議事録案、査

読委員会とのメモ(8/10)（中村幹事） 
8-3 コンクリート工学 10 月号会告（事務局） 
8-4 従来の論文関係文章（JCI）の流れ（事務局） 
8-5 電子投稿に関する検討事項（KCC） 
8-6 電子投稿システムの全体構成（KCC） 
8-7 返信メール案（中村幹事） 
8-8 年次大会トップページ案（斉藤委員） 
8-9 PDF 作成に関する FAQ に関して（森委員） 
8-10 コンクリート工学 11 月号会告（日比野委員） 
8-11 年次大会ホームページ委員長挨拶原稿（事務局） 
 
議事： 
1.前回議事録の確認（資料 8-1） 
 前回議事録を確認した。 
 
2.前回からの作業状況報告 
（1）部会長会議（9/4）（資料 8-2） 
（2）講演部会（9/10）（資料 8-2） 
（3）査読委員会との確認事項（資料 8-2） 
（4）１０月号の案内（資料 8-3） 
・中村幹事より、標記について報告があった。 
 
3.年次講演関係文章の流れ（資料 8-4） 
・中村幹事より、年次講演関係の現状の文書の流れと電子化に伴う変更点について説明がなされ

た。 
・従来からの変更点については、講演部会・査読委員会に確認ならびに意見を伺う。 
・送付資料 C、D に関してはそれぞれ C：岸本委員、D：牧委員、が電子化部会修正案を作成す

る。 
・大会参加費等の払い込み方法（書留、振替）の選択は、参加者の自由とすることとした。 
・別刷りの申し込みについて、最終原稿提出時申し込みが出来るようなシステムとすることを

KCC に検討してもらう。 
 
4.電子投稿システムについて 
（1）電子投稿システムについて（資料 8-５、資料 8-6） 
・KCC より、標記について説明があった。 
・投稿申し込みのページに、非会員用に会員登録のページへのリンクをはることとした。 
・確認メールが送付される旨を赤字でページの下部にも設けることとした。 
・投稿申し込みのページに、１時間程度で確認メールが届かない場合の対応について案内するこ

ととした。 



・10 月 1 日より、委員内で投稿申し込みページのテストを行うこととした。 
・電子化トップページで、「査読原稿提出」を「審査用原稿提出（pdf ファイルの提出を行います。）」

に修正した。 
・電子化トップページで、「修正原稿・報告提出」を「修正原稿・修正報告提出（pdf ファイルの

提出を行います。）」に修正した。 
・既発表に関するの記入ボックスの最大文字数を 200 字とすることとした。 
・既発表関連（チェックボックス+記入ボックス）は、投稿申し込みページ内に設置することを

KCC が検討することとした。 
・ホームページ上に、審査用原稿提出時の注意事項（既発表関連、執筆要領、テンプレート等）

について、投稿申し込み者に案内することとした。 
・既発表関連論文は、締め切り日（消印有効）までに、別途郵送してもらうこととした。（ホーム

ページの既発表関連のボックスのそばに、送付先、締め切り日等の注意書きをつける。） 
・修正報告のファイルサイズの上限は、200kB にすることとした。（ただし、告知はしない。） 
・投稿の差し替え（修正）は、最終日まで可能にすることとした。ただし、混雑が予想されるこ

との注意を促す。 
・投稿した pdf ファイルのダウンロード確認は、締め切り 3 日前までとすることとした。 
・「.pdf」の拡張子を付けて提出することの注意を加える。（ファイル名は任意。） 
・「仮会員番号発行者」を「仮会員番号申請者」に修正する。 
・査読要領に従ったチェックシートの原案を森委員に作成してもらい、作成後査読委員会に意見

を伺うこととした。 
 
（2）返信用メールについて（資料 8-7） 
・中村幹事より、申し込み、審査用原稿提出、修正原稿提出後の返信メールの原案について説明

があった。 
・メールの文面に、「以下のように受け付け致しました。」を追加する。 
・差し替え（修正）確認用のメールを作成する。 
 
5. ホームページについて（資料 8-8、資料 8-11） 
・斉藤委員より、標記について説明があった。 
・年次大会のトップページには、KCC の電子投稿トップページへのリンクをはり、リンク先にど

のような情報があるのか小項目を書き加えることとした。（ただし、リンクは直接はらない。） 
・修正されたソースを KCC に送信し、10 月初めから運用できるようにすることとした。 
・実行委員長挨拶とコンクリート工学会告に関するページは、電子化部会で作成することとした。 
 
6. pdf 作成の FAQ につ いて（資料 8-9） 
・森委員より、標記について説明があった。 
・申し込み者からの質問は、随時 FAQ に反映させていくこととした。 
 
7.今後のスケジュールについて 
・日比野委員より、資料 8-10 に基づきコンクリート工学１１月号の会告案について説明があった。 
・11 月号会告は、10 月号会告の内容に FAQ を加えたものとする。 
・pdf を作成できない人への対応方法（紹介業者等）を KCC で調べてみることとした。 
 
8.他部会への依頼・確認事項 
 以下の事項を他部会に依頼・確認することとした。 
・修正報告を全員出すことにしてはどうか？（査読委員会） 
・チェックシートの確認。（査読委員会） 
・送付文書の確認。（査読委員会） 
・審査用原稿提出時の「概要」は、原稿と同じものを記入してもらうことでよいか？（査読委員

会） 
・審査用原稿のコピー等は誰が作成するのか？（査読委員会） 



・CD-ROM 論文集の案（実行委員会委員の一覧表、査読者の一覧表、コピーライト等を含む）に

ついて。（講演部会） 
 
9.査読システムについて（柄委員、岸本委員） 
 特になし。 
 
10.CD-ROM 論文集について 
 講演部会の意見を反映した修正を行う。 
 
11.その他 
 次回委員会は後日決定する。 
 
 
以上 


